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地震・火山噴火予知研究協議会

企画部 研究戦略室
谷岡 勇市郎（北海道大学） 戦略室長
加藤 尚之 （東京大学）企画部長
渡辺 俊樹 （東京大学）企画副部長
橋本 武志 （北海道大学）
西村 太志 （東北大学）
日野 亮太 （東北大学）
宮瀧 交二 （大東文化大学）
田村 圭子 （新潟大学）
岩田 知孝 （京都大学）
井口 正人 （京都大学）

４つの総合研究には（部会と同じく）、研究戦略室で担当を分担
東北地方太平洋沖地震 谷岡勇一郎
南海トラフの巨大地震 岩田知孝
首都直下地震 加藤尚之
桜島火山噴火 西村太志



災害の軽減に貢献するための地震火山観測研究計画の推進について（建議）

目次
一、現状の認識と長期的な方針
二、本計画策定の基本的な考えと計画の概要

1．本計画策定の基本的な考え

前章の観測研究計画の長期的な方針に従い，これまでの計画のように地震や火山噴火
予知の実現により災害軽減に貢献するという方針から，次のように方針を転換する。すな

わち，地震発生・火山噴火の予測を目指す研究を継続しつつも，計画の目標を広げ，地
震・火山噴火による災害誘因の予測の研究も組織的・体系的に進め，国民の生命と暮ら
しを守る災害科学の一部として計画を推進する。・・・・・・・・・・・・

本計画の実施に当たり，優先度の高い地震・火山噴火については，特にこれらの項目を
横断した実施計画を立てて推進する必要がある。例えば，東北地方太平洋沖地震，南海

トラフの巨大地震，首都直下地震，桜島火山噴火については，本計画実施期間に災害科
学の発展に着実に貢献できることや，発生した場合の社会への影響の甚大さを考慮して，
上記1．～4．の全ての項目＃を含む総合的な研究として優先して推進する。

2．本計画の概要
三、計画の実施内容
・・・・・・

文部科学省科学技術・学術審議会（H25.11.8）
http://www.mext.go.JP／b＿menu/shingi/gijyutu/gijyutu6／toushin/attach/1341570．htm
より

＃ １．地震・火山現象の解明のための研究，２．地震・火山噴火の
予測のための研究，３．地震・火山噴火の災害誘因予測のための研
究，及び４．研究を推進するための体制の整備



拠点間連携共同研究
参加者募集型研究

震源
地殻構造
波動伝播

強震動
予測

地盤構造

被害予測

津波

地震動

リスク評価
災害情報
外部発信

大規模コンピュータシミュレーション

南海トラフ巨大地震の災害リスク評価

澁谷（2015）



南海トラフ巨大地震を研究対象とする課題の主な成果
（拠点間連携参加者募集型研究の分類による）

• 震源
– SSE、VLF、地殻変動

• 東海（1509, 1703, 5007, 6003, 7006）
• 紀伊半島（1910, 5007）
• 四国（1703, 5007, 7006）
• 豊後水道（1509, 6003）
• 南西諸島（1910, 2301, 3002）
• プレート境界浅部の固着（1703）

– 歴史・考古資料による南海トラフ巨大地震像
• 古文書（1701, 2601）
• 津波堆積物（5004）

– 即時予測
• GNSSリアルタイム解析（6004）

• 地殻構造・波動伝播
– プレート形状・構造

• 東海（1703）
• 紀伊半島（1509, 1904）
• 四国(1904, 4002）
• 南九州(1904）
• 南西諸島（2301, 4002）

– 波動伝播
• Lg波（1516）

澁谷（2015）に加筆

強震動・津波生成に深く
関わる
・破壊域・地震規模
・破壊開始点
・（不均質）すべり分布
・波動伝播



南海トラフ巨大地震を研究対象とする課題の主な成果
（拠点間連携参加者募集型研究の分類による）

• 強震動予測
– 手法の改良

• 広帯域震源モデルの改良（1911）
• 地盤構造

– 構造モデル
• 関東平野（1516）
• 大阪盆地（1911）
• 京都盆地（1911）

• 被害予測
– 津波

• 津波即時解析（4002, 7011）
• 中京圏（4002）

– 地すべり
• 発生ポテンシャル評価（1912）

• リスク評価
• 地域社会の脆弱性測定（1704）

• シミュレーション
– 地震サイクルシミュレーション

• SSEと巨大地震の相互作用（1509, 3001, 3002）
• 動的・準動的シミュレーション（1801）
• 摩擦パラメータの推定（1803）
• 地震・津波シナリオ（4002） 澁谷（2015）に加筆

強震動・津波生成に深く
関わる
・破壊域・地震規模
・破壊開始点
・（不均質）すべり分布
・波動伝播



他課題への質問・要望

– 時間的に安定した固着域は存在するか？ （すべり欠損情報）

– 地震時以外「固着し続ける場所」は存在するか？

– 過去の地震のアスペリティ（もしくはSMGA)は固着し続けている？

– 「固着」の強弱をより詳細（10ｋｍオーダー）に知ることはできるか？

（すべり欠損情報）

– 「とてもよく引っかかっているところ」が事前にわかるか？

（プレート境界形状や地震活動）

– 尤もあり得る破壊開始点位置は紀伊半島沖でよいのか？

– 東北地方太平洋沖地震の震源域のセグメント分けができるか？

･･･････････････セグメントに1，2個というルールの検証のため （プレート境界形状）

南海トラフの強震モデル（内閣府）の強震動生成域は，過去の地震の震度インバー
ジョン結果を参照して設置・・・・・・・・・・・・・・精度が悪い

→より精度良く決めたい
→強震動生成域が応力が集中した固着域に対応するという考えが正しければ、固

着度やプレート境界面不均質から直接推定したい

関口(2015)



想定南海地震時の大分平野での長周期地震
動の予測（2-10秒）
内閣府（2003）の震源モデル＋大分平野の堆
積層構造が入ったモデル
（上）震源域の東から破壊開始
（下）震源域の西から破壊開始
予測波形は大分平野内の強震観測点のもの

岩城・他(2009、地震第2輯）

破壊開始点の強震動への影響



災害の軽減に貢献するための地震火山観測研究計画に

おける総合研究「南海トラフの巨大地震」と

東大地震研・京大防災研拠点間連携研究「巨大地震
のリスク評価の精度向上に関する新パラダ
イムの構築－南海トラフ巨大地震にともなう災害誘

因・素因の相互依存性を考慮して－」 との連携

・「総合研究」のスタイルは地震火山観測研究計画でははじめて

・巨大地震ハザード評価（強震動・津波）という観点において、連携を十分に
行うことができる

・「隣の人は何をしているのか？」「何を欲しているか？」ということを考える
チャンス

・観測研究計画チームの「モジュール」の提案

・拠点間連携は（南海トラフの巨大地震前に活発化すると考えられる）「内陸
地震」への対応も含まれ、「内陸地震部会」の成果も活用できる（かもしれな
い）



内閣府中央防災会議（2012）地震調査研究推進本部（2013）

中央防災会議「第26回東南海、南海地震
等に関する専門調査会」資料
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